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第
十
三
巻

第
四
號

グ
ロ
チ
ウ
ス
の
浩
岸
領
海
思
懇

前
　
　
原

光
　
雄

働
　
　
　
　
一
潟
洋
論
の
概
観

　
　
　
　
　
ム
」
占
有
及
ぴ
所
有
の
理
諭

　
　
　
　
　
B
ー
馨
洋
自
由
諭
の
論
櫨

　
　
　
　
二
　
漕
岸
領
海
愚
惣

　
　
　
　
　
▲
ー
溜
岸
領
海
の
範
国

　
　
　
　
　
B
嚢
無
審
遙
行
権

　
　
　
　
　
C
ー
漕
悌
漁
業

海
洋
満
由
の
主
張
者
ξ
し
て
、
叉
國
際
法
の
履
ξ
し
て
の
グ
質
チ
ウ
ス
は
、
醗
に
汎
く
紹
命
せ
ら
れ
て
ゐ
る
溶
、

　
　
　
ザ
瞬
チ
ウ
甚
の
常
揮
蝋
海
急
難
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騎



㈹）

　
　
　
　
グ
胃
チ
ウ
ス
の
滑
幽
皿
鱈
灘
愚
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

彼
の
醤
時
．
殊
k
「
職
箏
及
び
季
和
法
論
」
曇
表
當
時
に
於
て
、
彼
が
「
海
洋
自
曲
論
」
判
行
の
欝
時
に
懐
か
な
か
つ
た
、

或
は
懐
ψ
て
ゐ
た
か
も
知
れ
な
ψ
が
．
漠
然
ε
し
か
交
字
k
表
き
れ
な
か
つ
た
溜
岸
傾
海
に
關
す
る
彼
の
思
想
は
、

あ
設
り
叫
般
の
注
意
を
惹
か
れ
て
ゐ
な
ψ
。
こ
れ
に
は
種
々
の
理
由
が
存
す
る
こ
ε
で
あ
ら
う
が
、
現
在
國
際
法
上

の
原
則
ピ
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
海
洋
自
由
の
原
則
が
、
彼
に
よ
つ
て
理
論
的
に
、
殊
に
法
理
論
的
に
一
慮
は
整
然
ε
主

張
せ
ら
れ
た
に
反
し
、
彼
の
懐
い
た
洛
岸
領
海
に
闘
す
る
思
想
は
、
未
た
成
熟
し
な
い
も
の
で
あ
う
、
從
つ
て
、
英

主
張
に
於
て
稽
も
す
れ
ば
論
理
的
不
統
一
ε
不
徹
底
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
ε
噛
、
そ
の
原
因
の
綱
つ
を
成
す
も
の
で

あ
る
ε
信
ず
る
。

　
現
在
k
於
て
は
、
洛
岸
甑
海
に
關
す
る
制
度
は
、
國
際
法
上
確
立
せ
ら
れ
陀
ε
観
る
の
が
一
般
の
見
解
で
あ
蚤
。

尤
も
、
沿
岸
領
海
の
廣
さ
及
び
澹
岸
領
海
に
及
ぼ
す
べ
き
浩
岸
國
の
國
槽
の
性
賀
鱗
に
關
し
て
は
、
必
ず
し
竜
學
誕

並
ぴ
に
諸
國
家
り
實
行
に
於
て
完
全
な
一
致
は
見
な
い
が
、
こ
れ
等
の
鮎
に
關
す
る
不
一
致
が
存
す
る
に
も
せ
よ
、

澹
岸
領
海
制
度
そ
の
竜
の
、
辱
或
は
換
言
す
れ
ば
、
澹
岸
領
海
制
度
の
存
在
に
關
し
て
は
、
殆
ん
ピ
反
野
説
を
聞
か
な

い
。
尤
も
、
浩
岸
領
海
の
範
園
及
び
そ
れ
に
行
は
れ
る
國
灌
の
性
質
の
不
確
定
で
あ
る
鮎
を
指
摘
し
て
、
溜
岸
領
海

に
關
し
て
は
U
般
的
國
際
法
規
が
存
在
せ
ず
ε
論
結
す
る
二
，
マ
イ
ヤ
，
（
罧
睾
蘭
R
）
の
如
き
論
者
は
有
る
が
、
ζ

の
種
の
論
者
ε
躍
も
、
澹
岸
領
海
の
存
在
そ
の
も
の
は
到
底
否
定
し
得
な
い
泰
實
で
あ
る
（
－
）
。



（茄ユ）

　
海
洋
自
由
の
原
則
確
立
k
偉
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
1
海
洋
自
由
論
の
最
初
の
主
張
者
の
意
殊
で
は
な
ψ
ー

グ
ロ
チ
身
ス
の
海
洋
論
中
に
、
浴
岸
領
海
論
の
崩
芽
を
窺
ひ
得
る
こ
嘘
は
、
興
味
あ
る
こ
ピ
、
言
は
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

殊
に
、
こ
の
二
個
の
主
張
が
、
理
由
を
異
に
す
る
竜
、
．
結
果
に
於
て
、
現
在
の
國
際
法
規
ε
し
て
確
立
せ
ら
れ
居
る

に
於
て
》
や
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
ヤ

　
本
論
に
於
て
は
、
澹
岸
霞
海
ε
云
ム
語
は
、
便
宜
上
廣
義
に
使
用
す
る
。
即
ち
外
國
語
で
通
常
聾
辞
嚢
轄
器
？

旨
R
言
注
ε
嵩
巴
o
ε
聡
ば
れ
る
も
の
で
、
旨
8
黄
一
霞
韓
凹
お
ぎ
包
3
孕
攣
8
麸
冨
建
ヨ
鶏
8
雅
β
国
静
9
昌
9
0
霞

＆
辞
国
密
8
凝
o
善
鴇
擁
ε
構
ば
れ
る
も
の
で
は
な
馳
。
從
つ
て
港
、
灘
、
内
海
鰹
の
如
き
も
の
も
包
含
す
る
（
2
）
。

　
　
（
1
）
　
↓
ぎ
＆
9
2
げ
9
昌
o
び
彰
蒔
o
馨
ぎ
窃
4
黛
ぎ
旨
8
霧
負
卵
一
爆
器
9
詫
雪
3
（
瀬
岸
隅
鵬
o
闘
9
拶
亀
畠
β
影
島
渥
o
島
穿
”
け
一
昌
伽
3
ぐ
α
冥
窪
o
畠
O

　
　
一
〇
馳
⑦
暢
の
●
鵠
㎝
昂

　
　
（
2
）
　
一
八
九
四
年
の
萬
國
々
際
渋
學
會
は
、
狡
義
の
浩
崇
領
潟
に
饗
し
℃
も
彗
・
二
韓
ぎ
疑
霊
の
語
を
探
吊
す
る
淡
議
を
爲
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
口
、
海
洋
論
り
概
親

　
グ
サ
チ
ウ
メ
の
浩
岸
緬
海
の
恩
想
を
知
る
爲
に
は
、
そ
れ
ε
不
可
分
的
な
關
聯
を
持
つ
彼
の
法
律
恩
懇
唾
殊
に
彼

の
海
洋
思
想
も
同
時
k
論
じ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
れ
櫨
、
浩
岸
領
海
が
地
理
的
に
海
洋
の
一
部
を
構
成
し
、
而

も
其
當
時
に
於
て
、
公
海
ε
澹
岸
餌
海
ε
の
分
立
が
鋤
般
的
に
認
め
ら
れ
て
ぬ
な
か
つ
た
乙
ピ
よ
幽
し
て
當
然
で
あ

　
　
　
　
　
グ
”
，
ウ
異
の
澹
憂
一
慨
海
思
想
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菖
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グ
牌
チ
ウ
ス
の
瀞
濃
岸
擬
灘
愚
惣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

る
。
然
し
、
本
稿
の
目
的
が
溜
岸
観
海
思
想
の
探
究
に
あ
る
以
上
、
彼
の
海
洋
論
の
全
面
的
な
親
察
は
目
的
で
な
く
．

漕
岸
領
海
思
想
の
叙
述
ε
不
可
分
な
黙
に
鯛
れ
お
の
み
ε
す
る
。

　
グ
ロ
チ
ウ
ス
が
海
洋
の
自
由
を
主
張
し
た
最
も
薯
名
な
署
書
ε
し
て
は
、
扁
六
〇
九
年
に
匿
名
で
出
版
せ
ら
れ
た

「
皿
海
…
洋
皿
目
ユ
田
論
」
客
貧
o
■
ま
窪
匹
β
」
ε
い
》
声
小
脇
珊
子
（
3
）
、
　
並
び
に
輔
山
ハ
ニ
五
隼
に
公
刊
せ
ら
れ
た
右
”
名
な
」
載
雫
及

び
季
和
法
論
ご
。
甘
誘
瀞
嵩
8
評
畠
」
繭
一
巻
中
の
第
二
巻
に
於
て
讐
あ
る
。
前
者
は
當
時
オ
ラ
ソ
ダ
の
印
度
ε
の

海
路
に
よ
る
通
商
を
阻
害
せ
ん
ε
し
た
ボ
ル
ト
ガ
ル
に
抗
議
す
る
≧
ε
を
主
彪
る
目
的
ε
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ

つ
て
、
即
ち
多
分
に
政
治
的
目
的
を
持
つ
た
箸
蓮
で
あ
る
。
歪
十
三
章
は
殆
ん
ご
線
て
ポ
ル
ト
ガ
〃
の
海
洋
獅
占
的

行
爲
に
封
す
る
抗
議
で
あ
ウ
、
ボ
ル
ト
ガ
〃
の
態
度
が
自
然
法
及
び
國
際
法
に
悸
る
鷺
を
指
摘
し
、
ボ
〃
ト
ガ
ル
は

如
何
な
る
鮎
よ
う
観
る
も
他
國
の
海
上
蓮
商
及
び
漁
業
を
阻
止
し
、
又
海
上
逓
商
及
び
漁
業
に
抗
議
す
べ
き
根
擦
の

な
・
い
こ
ピ
を
断
論
し
て
ゐ
る
（
4
）
。

　
　
（
3
）
』
海
洋
自
由
論
』
の
全
名
は
蜜
鷺
o
観
ぴ
臼
舞
臥
8
留
』
薄
o
駐
＆
罷
暮
碧
尉
8
ヨ
閣
葎
跳
埋
象
o
目
蟄
9
且
毬
鑑
恥
U
崩
u
給
ユ
鑑
o
と
云
ふ
の

　
　
　
で
あ
つ
℃
，
一
六
一
入
年
に
再
版
せ
ら
れ
た
と
き
始
め
て
グ
ロ
ヂ
ウ
ス
の
名
を
記
し
た
。

　
　
　
な
ほ
，
一
六
〇
四
卑
多
か
ら
流
年
春
に
か
け
て
書
い
た
「
験
利
品
論
U
。
｝
髭
。
ギ
師
＆
鷺
』
な
る
二
百
八
十
買
か
ら
な
る
原
稿
が
一
入
六
四
年
の

　
　
　
十
一
月
に
へ
ー
グ
で
襲
見
せ
ら
れ
、
こ
の
ッ
腰
利
晶
論
』
中
の
第
十
二
章
が
「
潟
洋
自
由
論
』
の
省
で
硬
刊
せ
ら
れ
た
こ
と
が
解
つ
た
。
板
禽
博
土

　
　
　
「
険
轡
及
ぴ
季
和
法
諭
に
於
け
る
潅
洋
自
由
諭
』
（
國
際
法
外
交
雑
誌
、
大
凪
十
四
年
、
盃
〇
七
ー
尻
〇
九
買
o
く
器
。
一
群
評
海
夷
o
曾
＆
5
お
欝



（653）

　
　
　
，
幽
伊
岡
三
ε
～
ω
窯
9
亀
磐
ξ
o
断
浮
o
肋
8
ヤ
認
評
㊤
o
躊
ぎ
窮
■
鵠
3
鼠
§
脅
閑
身
身
鼻
ぎ
籔
銭
8
櫛
〆
μ
8
か
マ
冨
騨
（
佛
國
學
者
の

　
　
　
分
澹
薯
述
）
。

　
　
　
　
以
上
の
外
に
海
洋
諭
に
開
す
る
グ
ロ
チ
ウ
ス
の
著
轡
と
し
て
は
、
前
記
帰
験
利
品
諭
』
の
原
稿
と
同
時
に
襲
児
せ
ら
れ
た
U
9
3
旨
9
冨
鍵

　
　
　
2
幽
鼠
望
藍
二
馨
識
召
電
員
田
島
闘
O
急
護
召
o
を
。
ζ
＆
o
弓
鼠
脇
O
㌶
憂
隠
鑑
。
盤
o
話
　
と
い
ふ
の
が
あ
る
o
　
こ
れ
ほ
ウ
呂
ル
ウ
，
ド
添
ゲ
ロ

　
　
　
チ
ウ
ス
を
反
駁
し
た
の
に
答
へ
た
も
の
で
、
グ
ロ
チ
ウ
ス
の
直
系
の
血
を
惹
く
ゴ
ル
ネ
ッ
ツ
。
ヂ
●
グ
ル
ー
ト
（
O
o
醤
壁
幕
O
ぎ
δ
家
に
蘭
し
℃

　
　
　
ゐ
た
の
が
も
一
入
六
四
年
に
才
馨
ク
シ
翼
ン
の
時
に
見
出
さ
れ
た
。
そ
れ
が
一
入
七
二
年
に
ミ
昌
ラ
ー
食
箋
曾
）
に
よ
つ
℃
出
版
せ
ら
れ
た
o

　
　
　
大
豊
輔
六
コ
ハ
年
頃
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
o
本
稿
で
ほ
逡
憾
な
渉
ら
、
こ
れ
を
奮
照
し
得
な
い
o

　
　
（
4
）
板
倉
博
士
帰
前
掲
』
流
0
孟
ー
一
誠
買
参
照
。

　
「
海
洋
自
由
論
」
並
び
に
「
載
躰
及
び
季
和
法
論
」
に
述
べ
る
彼
の
海
洋
自
由
を
主
張
す
る
根
擦
は
、
（
一
）
自
然
的
理

由
、
（
二
）
痘
徳
的
理
由
に
蹄
着
す
る
も
の
ε
親
る
こ
ε
を
得
る
。
自
然
的
理
由
ξ
は
、
海
洋
そ
の
も
の
、
自
然
の
魅

質
上
、
海
洋
は
個
人
或
は
國
家
が
占
有
し
或
は
所
有
す
る
こ
ε
が
不
可
能
で
あ
る
こ
ε
を
意
味
し
、
道
徳
的
理
由
電

は
、
海
洋
の
廣
大
無
邊
．
無
盤
藏
の
鮎
か
ら
し
て
、
海
洋
は
何
人
の
使
用
を
店
妨
げ
る
こ
ε
な
し
に
、
各
人
任
意
に

之
を
利
用
し
得
る
こ
ε
恰
も
空
氣
の
如
く
で
あ
つ
て
、
個
人
或
は
國
家
の
所
有
叉
は
占
有
に
騰
し
て
、
そ
の
占
有
者

或
は
所
有
者
が
他
人
又
は
他
國
の
使
用
を
禁
止
す
る
こ
ε
は
不
道
徳
で
あ
る
．
ε
云
ム
に
在
る
（
5
）
。

　
　
（
5
）
　
町
齢
脚
箏
及
ぴ
李
和
法
盤
ご
第
二
櫓
、
第
二
章
、
三
籔
（
力
董
ネ
ギ
ー
版
）
、
2
海
洋
自
由
諭
』
第
鉱
粟
、
四
二
－
三
軍
（
菊
ぎ
ぼ
琵
審
o
ザ
馨
の
懲
“

　
　
　
撚
、
一
九
輔
九
年
版
に
よ
る
）
o

　
　
　
　
　
ダ
”
チ
ウ
篤
の
酒
岸
領
海
愚
馨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葱
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グ
”
乎
ニ
ワ
ス
の
榊
糀
滋
餌
磁
隅
潅
”
膿
禰
趨
燗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
ー
占
有
及
び
斯
有
の
理
論

　
妓
で
、
順
序
ピ
し
て
、
彼
が
海
洋
は
自
由
な
ウ
、
ε
論
結
す
る
理
論
の
根
擦
．
蘇
に
、
彼
に
ょ
る
駈
有
並
ぴ
に
占

有
に
關
す
る
理
論
を
槍
討
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
ψ
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
此
理
論
は
常
然
に
彼
の
、
澹
岸
領
海
に
封
す
る

態
度
を
決
定
す
る
塞
準
ε
し
て
探
用
せ
ら
る
ぺ
き
竜
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
「
天
地
創
生
の
後
、
氾
濫
期
の
後
の
第
二
期
に
、
神
は
人
類
に
封
し
て
、
下
界
に
霜
る
総
て
の
物
に
一
般
的
な
穣
利
を

奥
へ
た
。
ユ
ス
テ
」
一
ア
ヌ
ス
の
云
つ
た
糠
に
、
継
て
の
物
は
、
全
人
類
の
共
同
。
不
可
分
の
所
有
に
属
し
．
そ
れ
は
恰

も
、
総
て
の
者
が
共
同
の
相
綴
者
で
あ
つ
た
」
。
こ
の
時
代
に
は
、
各
人
は
自
己
の
欲
す
る
機
淀
物
を
利
用
し
、
浦
費

し
℃
、
こ
の
普
逼
的
権
利
の
車
有
は
、
私
的
駈
有
槽
の
役
を
務
め
て
ゐ
柁
理
で
あ
る
。
從
つ
て
、
個
人
的
な
斯
有
穰

或
は
占
有
穂
等
の
観
念
は
存
在
す
る
鹸
地
は
な
か
つ
た
こ
ε
は
云
ム
迄
も
な
ψ
。
≧
の
自
然
の
槻
態
か
ら
、
如
侮
に

し
て
個
人
的
権
利
が
登
生
し
た
か
の
経
過
を
グ
ロ
チ
ヅ
ス
は
次
の
様
に
説
明
し
て
ゐ
る
。
「
海
洋
自
由
論
」
に
於
て
、

こ
の
貼
ば
稽
々
詳
細
に
解
説
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
人
類
交
化
の
初
期
に
奈
て
は
、
ご
o
鼠
鼠
自
β
（
斯
有
権
）
8
登
き
び

（
共
有
槽
）
等
の
丈
掌
は
、
グ
”
チ
ク
ス
當
時
ε
は
違
つ
た
意
味
が
含
ま
れ
て
ゐ
た
の
で
、
現
在
＆
鼠
昌
ぎ
β
噂
o
マ

碁
3
ピ
稔
ぱ
れ
る
言
葉
は
、
「
或
物
を
飽
人
が
穫
利
者
ビ
同
様
な
方
法
で
使
用
し
得
な
い
」
こ
ε
を
慧
味
し
、
共
宥
物

（
8
臼
ヨ
騒
o
）
ピ
云
へ
ぱ
、
他
人
を
排
除
し
て
、
團
燈
的
に
或
は
相
互
の
了
解
の
下
に
、
多
数
人
が
占
有
し
て
ゐ
る
物
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の
意
で
あ
る
。
勿
論
彼
の
時
代
に
於
け
る
こ
れ
等
の
法
律
上
の
用
語
ε
其
意
味
に
於
て
或
織
は
同
一
で
あ
9
、
叉
或

駄
は
類
似
し
た
の
で
あ
る
が
8
彗
β
9
A
共
有
物
“
ε
は
、
原
始
的
丈
化
の
時
代
に
は
曉
名
碁
只
所
有
権
）
の
翠
な

る
封
稽
を
意
味
す
る
に
外
な
ら
な
か
つ
だ
。
ヌ
3
ヨ
ぎ
ご
導
は
興
有
物
使
用
の
穰
利
ε
互
ひ
に
相
磨
れ
な
肋
も
の
で

は
な
か
つ
た
。
こ
の
時
代
に
於
て
は
、
私
人
の
所
有
は
自
然
の
法
則
に
反
し
て
ゐ
た
の
で
あ
つ
て
、
自
然
は
何
者
を

竜
支
配
者
ε
し
て
決
定
し
得
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
當
時
は
総
て
の
物
は
鑑
く
共
有
物
で
あ
つ
た
（
逸
。

　
然
る
に
．
人
類
の
癸
展
ε
共
に
、
漸
進
的
に
斯
有
穫
に
色
々
の
匿
別
が
生
じ
て
奈
控
。
入
聞
の
所
宥
穫
の
目
的
ピ

な
る
物
に
色
々
の
種
類
が
あ
る
。

　
第
輔
に
、
物
の
中
に
は
．
共
使
用
に
よ
つ
て
形
を
蓮
へ
て
、
更
に
使
用
し
得
な
ψ
物
、
或
は
其
使
用
に
よ
つ
f
重

ね
て
の
使
用
が
不
能
ε
な
る
様
な
物
が
あ
る
。
例
へ
ば
飲
食
物
の
如
き
は
こ
れ
に
驕
ず
る
。
こ
れ
等
の
物
は
、
其
物

の
使
用
ε
私
有
ε
い
ム
こ
ε
、
、
分
ち
得
な
い
種
類
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
こ
れ
等
の
晶
の
私
有
は
、
薬
物

が
更
に
他
人
に
厨
し
得
な
い
こ
ε
を
慧
味
す
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
前
者
ε
は
性
質
を
異
に
す
る
物
に
、
例
へ
ば
、
衣
類
の
如
き
動
産
、
及
ぴ
耕
地
の
如
き
不
動
産
が
あ
る
。

ζ
れ
等
の
物
は
、
唯
一
同
⑳
使
用
の
み
で
な
く
、
反
覆
幾
同
も
の
使
用
に
堪
へ
る
竜
の
で
あ
る
。
田
畑
は
食
將
の
爲

に
、
倣
場
は
毛
織
の
衣
服
を
得
る
爲
に
存
す
る
。
こ
の
種
の
個
人
的
な
慾
望
は
、
共
岡
の
使
用
で
は
充
分
で
は
な
塾
。

　
　
　
　
グ
膠
チ
ウ
ス
の
溜
四
芹
鰯
隅
潅
編
嶋
栩
卿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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グ
留
ヂ
ウ
ス
の
漕
岸
領
悔
患
惣
八

妓
に
於
て
か
、
自
然
か
ら
生
れ
た
私
有
の
法
規
が
成
立
す
る
に
至
つ
た
。
從
つ
て
、
最
初
は
各
人
の
使
用
ε
い
ム
こ

ε
か
ら
し
て
私
有
の
概
念
が
搬
達
し
だ
の
で
あ
る
。
即
ち
各
人
の
身
饅
的
な
把
捲
に
於
て
、
そ
の
身
麗
的
な
措
持
に

該
當
す
る
各
人
の
私
有
ξ
ψ
ム
こ
ピ
が
形
成
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
吾
々
は
占
有
（
0
8
も
鋒
o
）
ε
鶴
び
、
こ

の
言
葉
は
、
嘗
て
は
共
有
に
燭
し
た
物
に
封
ル
て
も
使
用
せ
ら
れ
る
（
7
）
セ
ネ
ヵ
日
く
「
ロ
警
マ
の
騎
士
團
は
、
劇
場

に
於
て
彼
等
の
一
定
の
席
を
持
つ
て
ゐ
る
が
、
私
の
取
つ
た
席
は
、
矢
張
う
私
自
身
に
燭
す
る
」
ε
（
8
）
。

　
　
（
6
）
　
『
潅
洋
自
由
論
』
簾
匠
章
、
糞
七
！
三
九
質
、

　
　
（
7
）
同
第
琉
章
亀
三
九
ー
四
〇
貰
、

　
　
（
8
）
同
第
流
掌
、
四
〇
1
廻
一
買
．
、
職
撃
及
ぴ
準
和
法
論
』
第
二
懸
、
第
二
章
、
第
二
齢
、

　
物
の
所
有
に
關
し
て
は
、
二
個
の
方
法
が
あ
る
。
明
示
的
な
方
法
ざ
獣
示
的
な
方
法
ε
が
そ
れ
で
あ
る
。
明
示
的

な
方
法
ε
は
、
合
意
に
よ
る
分
割
の
こ
ピ
で
あ
ウ
、
黙
示
的
方
法
ε
は
占
有
に
よ
る
方
法
で
あ
る
。
占
有
も
亦
、
動

産
ざ
不
動
産
ビ
で
は
其
方
法
を
異
に
す
る
。
動
産
の
場
合
に
は
把
持
（
壱
鷺
魯
窪
旨
）
に
よ
つ
て
占
有
が
行
は
れ
、
不

動
産
は
、
建
築
（
富
冒
鼠
o
）
叉
は
境
界
の
設
定
（
一
ぎ
ぎ
ぎ
）
k
よ
つ
て
占
有
せ
ら
れ
る
（
9
）
。
即
ち
所
有
檬
の
取
得
に

は
．
其
目
的
物
の
占
有
ε
い
ム
行
爲
に
よ
つ
て
行
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、
占
有
は
無
條
件
に
占
有
者
に
所
有
構
を
附

興
す
る
も
の
で
な
い
≧
ε
は
、
彼
も
賓
例
に
ょ
つ
て
指
摘
し
て
ゐ
る
。
例
へ
ぱ
、
野
生
の
動
物
を
捕
へ
た
者
、
即
ち

無
主
の
動
物
を
占
有
し
た
者
が
、
占
有
後
問
も
な
く
其
動
物
に
脱
走
せ
ら
れ
た
場
合
、
即
ち
占
有
を
失
つ
た
揚
合
の
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如
き
は
、
一
時
的
に
占
有
し
た
こ
ピ
を
理
由
ε
し
て
、
該
動
物
の
所
有
権
を
主
張
し
総
な
い
。
叉
不
動
産
の
占
有
者

も
、
現
に
占
有
す
る
不
動
産
が
、
既
に
何
人
か
に
よ
つ
て
占
有
せ
ら
れ
、
從
つ
て
其
不
動
座
に
封
し
て
他
人
が
権
利

を
主
張
す
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
等
の
鮎
よ
う
観
れ
ば
、
占
有
は
所
有
横
獲
得
の
手
段
で
は
あ
る
が
、

占
有
は
即
ち
占
有
者
の
占
有
物
に
到
す
る
所
有
穫
を
意
味
す
る
も
の
で
な
い
こ
ε
は
、
現
在
ε
麓
う
は
な
い
。
た
思
、

線
て
の
物
が
萬
人
の
共
有
で
あ
る
時
代
が
麓
じ
て
個
人
的
或
は
民
族
亀
所
有
が
開
始
せ
ら
れ
た
、
そ
の
欝
初
に
於
て

は
、
総
て
の
所
有
は
占
有
に
よ
つ
て
行
は
れ
た
こ
ピ
を
読
く
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
占
有
は
二
種
k
分
つ
こ
ピ
が
出
來
る
。
其
一
は
公
的
占
有
で
あ
ウ
、
其
二
は
私
的
占
有
で
あ
る
。
公
的

占
有
ε
は
民
族
（
國
民
）
が
、
民
族
に
厨
せ
し
め
る
爲
に
行
ふ
占
有
で
あ
う
．
私
的
占
有
は
、
各
個
人
に
罵
せ
し
め
る

爲
に
行
ム
占
有
で
あ
る
。
公
的
占
有
噺
私
的
占
有
も
占
有
の
方
法
に
於
て
は
饗
り
は
な
い
。

　
以
上
記
し
た
ε
こ
ろ
に
よ
つ
て
、
グ
・
チ
ウ
ス
の
占
有
及
ぴ
所
有
に
關
す
る
灘
論
或
は
考
へ
方
の
大
網
を
紹
介
し

π
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
つ
て
、
吾
々
は
次
の
様
な
結
論
を
引
き
出
し
得
る
ヒ
ε
は
何
人
も
容
易
に
首
肯
し
得
る
。

即
ち
「
占
有
し
得
ざ
る
物
は
私
的
或
は
公
的
所
有
梅
の
劃
象
ε
な
6
得
な
ψ
」
ピ
い
ム
≧
ε
、
及
ぴ
「
未
だ
占
有
せ
ら

れ
て
ゐ
な
ψ
も
の
は
何
人
の
所
有
に
竜
馬
し
な
い
」
こ
ε
の
二
つ
で
あ
る
。

　
こ
の
一
黙
が
彼
の
海
洋
自
由
論
の
最
も
重
要
な
論
榛
の
一
つ
に
な
つ
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
グ
”
チ
ウ
ス
の
澹
壷
”
領
悔
恩
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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グ
”
チ
ウ
ス
の
豫
髭
”
観
海
愚
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

　
　
（
9
）
　
『
潟
洋
自
由
論
』
第
竃
章
，
四
蝋
買
、
、
戦
璽
及
ぴ
亭
利
法
論
』
第
二
巷
、
第
コ
章
、
四
節
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
B
ー
海
洋
自
由
論
の
論
擦

　
彼
の
海
洋
自
由
論
の
論
擦
は
、
前
述
し
陀
様
に
、
二
個
の
理
由
に
よ
る
。
其
一
は
、
自
然
的
理
由
で
あ
多
、
其
二

は
道
徳
的
理
由
で
あ
る
。
彼
の
占
有
・
所
有
の
理
論
か
ら
得
た
結
論
ε
し
て
の
、
海
洋
の
性
質
上
占
有
・
厨
有
の
圓
的

冠
な
参
得
な
い
ζ
ε
は
、
謂
ム
ま
で
も
な
く
、
自
然
的
理
由
で
あ
る
。
こ
の
自
然
的
理
曲
、
即
ち
、
海
洋
は
其
性
質

上
、
占
有
・
所
有
の
目
的
ε
な
う
得
な
い
竜
の
で
あ
る
ピ
論
断
す
る
の
は
、
次
の
様
な
根
擦
k
よ
る
。

　
「
占
有
は
、
或
物
が
一
定
の
限
界
を
持
つ
て
ゐ
る
場
合
に
の
み
行
は
れ
得
る
。
・
・
：
然
る
に
流
動
謹
は
そ
れ
自
身
何

等
の
限
界
を
も
持
た
な
ψ
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
も
云
つ
て
ね
る
様
に
、
水
は
、
自
己
自
ら
k
よ
つ
て
成
る
限
界
は
附

し
得
な
い
。
そ
れ
故
に
流
動
燈
は
、
そ
れ
等
が
何
等
か
他
の
物
の
中
に
盛
ら
れ
る
場
合
の
外
は
所
有
の
目
的
ε
な
ら

な
い
。
即
ち
、
湖
水
ピ
か
池
ε
か
、
叉
は
河
川
の
如
く
に
I
I
河
川
は
河
岸
に
よ
つ
て
限
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
占

有
・
所
有
の
目
的
ε
な
う
得
る
。
然
る
に
、
海
洋
は
陸
地
の
中
へ
容
れ
ら
れ
て
ぬ
る
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ぱ
、
海

洋
は
陸
地
ε
等
し
い
か
．
或
は
陸
地
よ
う
も
大
き
炉
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
古
人
の
言
つ
た
様
に
、
陸
地
が
海

に
よ
つ
て
限
界
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
」
（
m
）
。
グ
ロ
チ
ウ
メ
の
考
へ
方
は
右
に
越
べ
た
様
で
あ
る
。
性
質
上
占
有
し

得
な
い
様
な
物
に
封
レ
て
は
斯
有
槽
を
設
定
し
得
な
い
ε
い
ム
考
へ
方
は
、
有
鰹
物
に
闘
す
る
限
り
に
於
て
、
正
し
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ψ
競
方
で
あ
ら
う
。
た
讐
問
題
は
、
海
洋
ε
い
ム
有
髄
物
が
．
何
等
か
の
方
法
に
よ
つ
て
、
限
界
を
附
し
得
る
か
否

か
？
　
從
つ
て
、
占
有
し
得
る
か
否
か
？
　
k
關
し
て
醤
あ
る
。
グ
・
チ
ウ
ス
の
海
洋
自
由
論
に
封
す
る
、
多
く
の

反
駁
論
が
既
に
指
摘
し
て
ゐ
る
様
に
、
海
潭
k
限
界
を
附
し
得
な
ψ
ε
い
ム
駈
設
、
從
つ
て
、
占
有
し
得
な
い
ε
の

彼
の
結
論
が
誤
ウ
で
あ
る
こ
ぜ
に
就
い
て
は
、
多
く
を
論
ず
る
必
要
は
無
い
。

　
第
二
の
理
由
は
、
物
の
巾
に
は
、
何
人
に
も
使
用
せ
し
め
．
而
も
、
其
性
質
上
、
各
人
の
使
用
に
充
分
で
あ
つ
て
、

其
物
の
登
生
以
來
、
各
人
の
耶
等
な
る
使
用
の
法
則
の
下
に
立
ち
、
又
立
た
ね
ぱ
な
ら
な
い
物
が
あ
る
。
こ
の
種
の

物
は
、
人
類
の
黄
同
的
使
用
に
贋
す
る
性
質
を
持
つ
て
ゐ
る
。
他
人
に
損
害
を
及
ぼ
す
こ
ε
な
し
に
各
人
が
使
用
し

得
る
総
て
の
物
は
、
こ
れ
に
麗
す
る
。
彼
は
更
に
、
オ
ー
ヴ
ィ
ト
（
O
≦
山
）
の
言
藥
を
刷
用
し
て
、
「
そ
れ
等
の
物
は
、

其
自
然
の
性
質
よ
う
私
有
を
許
さ
な
い
。
そ
れ
等
は
総
て
の
人
の
自
由
使
用
に
立
つ
て
ゐ
る
。
共
理
由
は
州
第
一
に

そ
れ
等
の
物
は
原
始
的
に
、
自
然
に
よ
つ
て
形
成
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
な
ほ
何
人
も
斯
有
権
を
有
し
な
い
こ

ε
．
第
二
に
、
シ
セ
ロ
が
考
へ
て
ゐ
る
榛
に
、
自
然
か
ら
一
般
的
使
用
の
爲
に
形
成
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
」
銭
）
。

こ
の
榛
な
性
質
を
持
つ
も
の
ε
し
て
は
、
塞
氣
及
ぴ
海
洋
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
つ
て
、
海
洋
は
、
室
氣
ピ
岡
嫌
な

理
由
に
よ
つ
て
共
有
物
で
あ
ウ
、
即
ち
、
そ
れ
は
確
定
的
な
鏡
界
が
無
ψ
か
ら
占
有
し
得
な
い
、
そ
し
て
一
般
的
使

用
に
立
つ
て
⑳
る
、
航
海
．
漁
業
の
爲
に
使
屠
す
る
如
き
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
榛
な
共
同
物
を
輔
般
的
に
使
用
せ

　
　
　
　
　
グ
”
チ
ウ
ス
の
櫓
隅
愚
擢
麟
隅
海
階
撒
湖
僧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
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グ
”
チ
ゥ
轟
の
漕
捧
慨
灘
愚
葱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二

し
め
る
こ
ピ
は
．
最
も
高
尚
な
疋
義
で
あ
る
、
電
解
す
る
。
こ
れ
が
、
第
二
の
理
霞
を
遣
徳
的
理
由
ε
繕
ぷ
所
以
で

あ
る
o

　
之
を
要
す
る
に
、
海
洋
に
は
一
國
家
或
は
個
人
の
私
有
を
認
む
べ
き
で
は
な
い
。
そ
れ
は
自
然
が
そ
れ
を
許
さ
思

る
の
み
な
ら
ず
，
自
然
は
海
洋
の
鵡
有
物
な
る
こ
ξ
を
規
定
す
る
、
ε
い
ふ
の
で
あ
る
。
≧
の
第
二
の
理
由
竜
種
々
の

鉄
貼
を
持
つ
て
ゐ
る
。
其
輔
二
を
指
摘
す
れ
ぱ
．
、
海
洋
が
人
類
の
共
有
に
燭
す
る
ε
の
理
論
的
根
擦
が
貧
弱
な
鮎
で

あ
る
。
海
洋
拡
グ
ロ
チ
ウ
ス
の
指
摘
す
る
様
に
、
自
然
の
作
ρ
た
物
で
あ
つ
て
、
人
工
的
な
所
産
で
な
堕
織
は
孚
ム

絵
地
は
な
い
。
然
し
こ
れ
だ
け
で
は
海
洋
が
人
類
の
共
有
物
で
あ
る
ピ
ψ
ム
ヒ
ぜ
k
は
な
ら
な
ψ
。
尚
又
、
海
洋
は

弛
人
に
損
害
を
奥
へ
る
Z
ε
な
し
k
、
何
人
も
自
由
に
使
用
し
得
る
、
ε
す
る
貼
も
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。
殊
に
、
典

使
用
の
意
味
の
中
に
、
航
海
並
ぴ
に
漁
業
を
主
な
る
使
用
の
目
的
ピ
し
て
暴
げ
て
ゐ
る
が
、
漁
業
に
至
つ
て
は
、
果
し

て
、
他
人
に
損
害
を
及
ぼ
す
こ
ε
な
し
に
、
何
人
も
自
由
に
漁
猟
し
得
る
ε
い
ふ
の
は
、
事
實
に
合
し
な
い
見
解
で

は
あ
る
設
い
か
。

　
第
三
の
理
由
は
海
洋
は
合
意
に
よ
つ
て
分
割
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
こ
ビ
で
あ
る
。
海
洋
は
彼
の
時
ま
で
に
、
未
だ
世

界
の
國
々
が
合
意
に
よ
つ
て
分
割
を
行
つ
て
ゐ
な
い
。
「
海
洋
の
分
割
は
想
像
し
得
な
ψ
、
栂
ε
な
れ
ば
、
陸
地
が
最
初

分
割
せ
ら
れ
た
ピ
き
に
は
、
海
洋
の
大
部
分
は
ま
だ
知
ら
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
。
其
結
果
．
各
地
に
極
あ
て
廣
く
散
在
す



る
民
族
聞
に
海
洋
分
割
に
關
す
る
合
意
を
成
立
せ
し
め
得
る
様
な
シ
ス
テ
ム
を
鶴
め
得
な
い
」
（
皿
）
ε
蓬
べ
て
ゐ
る
。

合
意
が
物
の
所
有
椹
を
取
得
す
る
原
因
ε
な
う
得
る
こ
ε
は
、
読
に
述
べ
た
遣
う
で
あ
る
が
、
海
洋
に
關
す
る
限
う
k

於
て
は
、
各
民
族
間
に
合
意
を
以
て
海
洋
を
分
割
し
て
、
各
國
所
厨
の
海
漂
を
決
定
し
だ
事
實
は
存
し
な
｝
か
ら
、

分
割
を
理
由
ε
し
て
、
海
洋
の
領
有
を
主
張
し
得
な
ψ
旨
を
強
調
す
る
。
た
讐
、
鮫
に
多
少
の
疑
問
を
鷲
す
の
は
、

彼
の
襟
に
、
海
洋
は
其
性
質
上
占
有
し
得
な
い
物
ε
観
る
な
ら
ば
、
占
有
し
得
な
い
物
の
上
に
も
、
合
意
に
よ
つ
て

厩
有
僅
を
設
定
し
得
る
や
否
や
？
ε
ψ
ム
繍
で
あ
る
。
こ
の
黙
ば
、
彼
の
結
論
に
は
、
何
等
の
影
響
は
及
ぼ
さ
な
い
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
性
質
上
占
有
不
能
の
海
洋
の
上
に
所
有
権
を
設
定
し
得
る
こ
ε
を
主
張
す
る
黙
の
み
が
孚
は
る
ぺ
き

蝕
地
が
あ
る
の
で
、
彼
の
様
k
、
結
論
ε
し
て
否
定
に
解
す
る
揚
合
に
は
、
結
果
は
同
様
だ
か
ら
で
あ
る
。
然
し
、

彼
の
論
法
に
よ
れ
ば
、
「
性
質
上
占
有
し
得
な
ψ
物
に
封
し
て
は
所
有
権
を
獲
得
し
得
な
ψ
」
ε
い
ム
こ
ε
が
、
合
意

に
よ
つ
て
分
割
せ
ち
れ
る
物
に
封
し
て
も
要
當
す
る
一
般
的
原
理
で
あ
る
ε
す
る
な
ら
ぱ
、
第
三
の
理
歯
は
、
海
洋

に
關
す
る
限
う
に
於
て
、
無
用
の
贅
言
ε
な
る
で
あ
ら
う
。
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（m

）

（
皿
）

（
甥
）

『
腰
璽
及
ぴ
準
和
法
論
』
第
二
艦
、
第
＝
章
、
三
箇

嚇
海
洋
自
由
論
』
第
霊
章
D
四
三
－
囚
買

『
駿
雫
及
ぴ
準
和
法
論
』
第
二
麿
、
第
コ
章
，
三
節

グ
廓
チ
ウ
其
の
漕
世
月
彊
潅
愚
想

一
欝
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グ
胃
チ
ウ
ス
の
漕
燈
陥
領
潅
薫
柵
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
澹
岸
旗
海
思
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
ー
浩
燦
領
海
の
範
園

　
海
洋
は
何
故
に
自
由
な
る
べ
き
か
、
に
關
す
る
グ
・
チ
ウ
ス
の
論
擦
は
以
上
記
し
た
通
う
で
あ
る
が
、
地
理
的
に

同
一
艘
を
成
し
て
ゐ
る
海
洋
の
全
都
に
封
し
て
、
領
有
を
否
認
す
る
も
の
で
は
な
い
。
彼
の
主
張
が
、
其
海
洋
自
由

論
ε
所
謂
澹
岸
領
海
論
ピ
の
問
に
、
論
理
的
矛
盾
が
存
す
る
ε
否
ε
は
暫
く
措
き
、
繕
封
的
な
海
洋
自
由
論
の
主
張

で
塗
塾
こ
冠
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　
彼
は
「
海
洋
自
由
論
」
第
五
節
の
海
洋
の
自
由
な
る
べ
き
所
以
を
論
じ
て
ゐ
る
中
に
、
次
の
穣
な
で
何
が
あ
る
「
鼓

で
は
、
四
面
を
陸
地
で
取
園
2
れ
、
時
に
は
、
其
廣
さ
に
於
て
河
幅
に
、
竜
劣
る
内
海
に
つ
い
て
論
じ
て
ゐ
る
の
で
は

な
い
。
：
．
．
．
．
古
代
に
は
計
う
知
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
、
無
限
の
も
の
、
物
の
創
進
瀞
、
蒼
弩
ε
比
せ
ら
れ
た
大
洋
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
し
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

取
扱
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
・
：
・
：
太
洋
に
於
け
る
、
灘
や
海
峡
や
或
は
海
津
か
ら
見
へ
る
範
園
の
海
洋
に
つ
い
て

は
雫
ひ
は
存
し
な
い
し
（
膨
）
、
ピ
遮
べ
て
彼
が
海
洋
の
自
由
を
主
張
す
る
の
は
太
洋
に
闘
し
て
で
あ
る
意
を
明
か
に
し

て
ゐ
る
。
然
し
、
こ
の
太
洋
（
O
認
鐘
）
ε
い
ム
用
語
は
甚
だ
不
明
確
で
、
現
在
吾
々
の
用
語
に
於
け
る
太
洋
か
、
或

は
、
丙
海
の
如
き
も
の
ε
比
し
て
太
洋
ピ
い
ふ
言
葉
を
使
用
し
た
か
は
こ
の
箇
所
だ
け
で
は
明
瞭
で
な
ψ
が
、
彼
の

論
旨
を
綜
合
す
れ
ば
、
現
代
の
意
昧
k
於
け
る
太
洋
の
自
由
の
み
を
詮
い
た
も
の
で
な
い
こ
ε
に
異
論
嫉
な
ψ
。
更
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k
彼
は
、
「
載
孚
及
び
季
和
法
論
」
に
於
て
は
、
更
に
一
層
明
瞭
に
、
餌
海
の
思
想
を
表
は
し
て
ね
る
。
先
づ
河
岸
の

大
部
分
が
同
一
國
の
領
土
に
燭
し
、
且
河
自
身
の
面
積
が
、
陸
地
ε
比
較
し
て
小
さ
い
揚
合
に
は
、
其
河
川
は
、
河

岸
國
の
河
岸
で
あ
る
旨
を
越
べ
て
、
「
前
掲
の
例
に
よ
つ
て
観
れ
ぱ
、
海
洋
裾
雨
岸
の
土
地
を
有
す
る
者
に
よ
つ
て
獲

得
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
假
令
そ
れ
は
、
潜
以
上
に
、
或
は
海
峡
以
上
叉
は
以
下
に
観
が
つ
て
ゐ
る
揚
合
で
も
、
問
題

の
海
洋
の
部
分
が
、
雨
岸
の
陸
地
ε
比
較
し
て
、
陸
地
の
一
部
ビ
観
へ
な
い
程
に
大
き
く
さ
へ
な
け
れ
ぱ
よ
い
伝
握
）
。

　
こ
れ
に
よ
つ
て
観
れ
ぱ
、
グ
ロ
チ
ウ
ス
は
、
灘
・
入
江
・
内
海
及
び
海
峡
等
の
如
き
も
の
は
、
そ
れ
が
哺
國
の
領
土
で

園
続
せ
ら
れ
て
る
ε
き
、
及
び
海
岸
か
ら
跳
め
得
る
範
園
の
海
洋
は
そ
の
糟
岸
國
の
顕
海
を
成
す
ピ
の
恩
想
を
懐
い

て
ゐ
π
≧
ε
を
知
り
得
る
。
こ
の
こ
ε
は
、
現
在
の
國
際
法
規
ご
其
結
論
に
於
て
は
傾
向
を
同
哺
に
す
る
。
彼
の
理
論

的
根
擦
が
、
彼
の
占
有
理
論
か
ら
出
登
し
て
、
ζ
れ
等
の
水
域
が
陸
地
に
よ
つ
て
限
界
せ
ら
れ
て
ゐ
る
ヒ
ε
、
及
ぴ
陸

地
ピ
水
域
ε
の
面
積
の
比
較
は
、
水
域
の
面
積
が
陸
地
よ
ウ
廣
ψ
場
合
は
、
海
洋
が
陸
地
を
限
界
し
た
の
で
陸
飽
が
海

洋
を
限
界
し
た
の
で
は
な
戦
電
い
ム
彼
の
考
へ
方
か
ら
察
る
も
の
で
あ
る
こ
ピ
嫉
謂
ム
を
倹
詫
な
炉
。
更
に
彼
は

「
≧
の
一
個
人
或
は
輔
國
王
に
閥
す
る
穗
利
は
、
若
し
彼
等
が
、
彼
等
の
間
に
横
た
は
る
海
洋
を
共
有
せ
ん
ε
す
る
な

ら
ぱ
、
二
人
或
は
三
人
k
譲
渡
し
て
も
差
支
へ
な
ψ
。
Z
れ
ピ
岡
檬
に
、
二
國
民
閥
を
流
れ
る
河
苅
は
、
爾
國
民
の
共

有
で
あ
る
が
℃
そ
れ
を
分
割
す
る
こ
ε
も
出
楽
る
」
（
菊
）
、
ε
し
て
ゐ
る
。
河
川
に
鍔
し
て
、
雨
岸
が
異
つ
た
所
有
者

　
　
　
　
ダ
腐
チ
ウ
轟
の
滑
僚
”
顔
塾
海
患
麹
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五



（6磁）

　
　
　
　
グ
”
ナ
ウ
ス
の
鞭
”
毯
”
領
灘
態
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

で
あ
る
揚
合
に
、
其
河
川
が
共
有
で
あ
る
こ
冠
、
叉
海
洋
に
封
し
て
も
同
様
な
法
理
を
認
め
る
≧
ε
は
、
現
行
國
際

法
の
磐
認
し
得
な
ψ
ε
こ
ろ
で
あ
る
。

　
グ
・
チ
ウ
ス
が
陸
地
に
よ
つ
て
限
定
せ
ら
れ
た
海
洋
の
輔
部
を
溜
岸
國
が
取
得
し
得
る
こ
ε
を
認
め
る
の
は
、
自

然
に
合
す
る
が
故
で
あ
る
o
然
し
、
こ
の
自
然
に
よ
つ
て
認
め
ら
れ
た
こ
ε
も
、
「
普
遍
的
慣
習
法
及
び
共
同
の
了
解

に
よ
つ
て
改
痩
す
る
を
妨
げ
な
い
」
ピ
詮
い
て
ゐ
る
の
は
、
法
の
實
鐙
的
見
解
か
ら
す
れ
ば
正
鵠
を
得
た
議
論
で
あ

る
ピ
云
は
ね
ぱ
な
ら
な
ψ
（
超
）
o

　
更
に
彼
は
、
私
人
が
海
洋
の
極
一
小
部
分
を
所
有
し
得
る
こ
ε
を
論
じ
て
⑳
る
。
そ
れ
は
、
私
人
が
海
入
を
引
入

れ
て
小
さ
い
入
江
を
遣
つ
た
場
合
に
、
其
入
江
が
彼
の
所
有
地
に
比
し
て
狭
少
で
あ
つ
て
、
其
所
有
地
の
一
部
分
ε

観
ら
れ
得
る
様
な
場
合
に
於
て
鳩
あ
る
。
入
江
ε
構
し
得
な
い
様
な
小
部
分
に
封
し
て
は
、
荷
更
所
有
権
を
主
張
し

得
る
理
で
あ
る
。
Z
の
場
合
に
も
、
前
述
し
た
榛
に
、
輔
般
的
慣
脅
法
或
は
興
同
的
了
解
に
よ
つ
て
否
認
せ
ら
れ
て

ゐ
る
揚
合
に
は
、
斯
有
権
は
取
得
し
得
な
い
（
π
）
。

　
　
（
聡
）
『
海
洋
自
由
論
、
第
流
章
、
訟
三
聾
四
買
、

　
　
9
）
『
職
孚
及
ぴ
季
和
法
諭
』
第
一
一
題
．
第
賞
章
、
入
箇
，

　
　
ハ
踊
）
い
『
罰
揚
』
同
所
、
諏
3
0
置
”
”
鼠
葺
憂
譜
一
舞
盆
賊
昌
ε
碁
『
ぢ
冒
・
》

　
　
（
拓
）
　
『
前
揚
』
第
欝
章
、
鑑
二
〇
節
9
三
環
b



（輝）

　
　
（
∬
）
『
前
編
「
第
叫
ー
二
項
、

　
魏
行
國
際
法
上
澹
岸
國
の
圃
有
の
水
域
ε
し
て
一
般
に
承
認
せ
ら
れ
る
も
の
、
即
ち
滑
岸
が
同
一
國
の
陸
地
を
以

て
園
続
せ
ら
れ
る
潟
、
入
江
、
内
海
、
海
峡
等
に
關
す
る
グ
ロ
チ
ウ
ス
の
斯
見
は
以
上
の
様
で
あ
る
。

　
更
に
℃
以
下
に
於
で
、
彼
の
狭
義
の
漕
岸
嶺
海
に
關
す
る
思
想
を
紹
介
す
る
こ
ビ
に
す
る
。
彼
の
洛
岸
餌
海
に
關

す
る
愚
想
の
中
で
、
狭
義
の
澹
岸
領
海
思
想
が
最
も
興
味
あ
る
も
の
で
あ
ウ
．
又
重
要
な
も
の
で
あ
る
ε
信
ず
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
髄
k
「
海
洋
自
由
論
」
に
於
て
、
海
岸
よ
り
眺
め
得
る
範
園
の
海
洋
は
沼
岸
國
の
領
海
を
成
す
意
味
を
灰
か
し
て
ぬ

る
こ
ε
は
前
蓮
の
通
り
で
あ
る
。
更
に
「
戦
學
及
び
苓
和
法
論
」
第
二
懸
．
第
三
章
、
十
三
節
に
於
て
、
次
の
楼
に
蓮

べ
て
ぬ
る
「
海
洋
り
一
部
に
．
所
有
槽
を
含
2
な
ψ
主
権
を
蟹
張
し
得
る
こ
ビ
は
極
め
て
容
易
な
≧
ε
で
あ
る
。
こ
れ

に
封
し
て
は
、
既
述
の
普
遽
的
慣
習
法
は
何
等
の
障
害
を
も
與
へ
な
い
ε
信
ず
る
」
ε
蓉
つ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
、
こ
の

襟
に
、
海
洋
の
一
部
に
主
穂
を
搬
張
す
る
手
段
ビ
し
て
は
二
個
あ
る
。
其
一
は
「
人
的
手
段
馨
ざ
琴
ヌ
議
睾
導
慧
」

で
あ
ウ
、
其
二
は
「
領
土
的
手
段
轟
9
話
需
注
ざ
議
』
で
あ
る
。
人
的
手
段
ピ
は
、
例
へ
ぱ
海
上
に
艦
隊
を
游
　
せ

し
め
る
こ
ピ
に
よ
つ
て
一
定
の
海
洋
を
占
擦
す
る
こ
ε
で
あ
ウ
．
領
土
的
手
段
ε
は
、
海
岸
に
溢
つ
て
航
海
す
る
船

舶
に
封
し
て
、
恰
も
陸
上
に
於
け
る
が
如
く
、
陸
上
よ
う
制
肘
し
得
る
≧
ピ
で
あ
る
（
弼
）
。
彼
の
主
張
す
る
第
輔
の
理

由
、
即
人
的
手
段
に
よ
つ
て
海
洋
の
一
定
の
匿
域
に
封
し
て
實
力
を
行
使
し
得
る
こ
ε
ほ
、
全
く
距
し
い
観
方
で
あ

　
　
　
　
　
グ
”
チ
ウ
ス
の
漕
岸
領
海
患
慰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舗
七
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グ
ロ
チ
ウ
渦
の
漕
岸
鱗
海
愚
葱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

る
。
次
に
第
二
の
理
由
、
即
ち
海
岸
よ
う
澹
岸
を
航
海
す
る
船
舶
に
有
敷
に
拘
束
を
加
へ
得
る
方
法
に
よ
つ
て
海
洋

に
主
梅
を
及
ぼ
す
こ
ε
は
、
換
書
す
れ
ぱ
、
陸
上
よ
り
海
上
に
向
つ
て
支
配
を
溝
ぼ
す
こ
ε
に
よ
つ
て
、
海
上
に
主

権
を
行
使
す
る
こ
ピ
に
ね
る
。
陸
上
よ
夕
、
如
何
な
る
方
法
に
よ
つ
て
海
上
に
支
配
力
を
及
ぼ
し
得
乃
か
の
手
段
に

關
し
て
は
、
彼
は
詮
明
し
な
い
が
、
陸
上
よ
，
砲
撃
し
得
る
が
如
き
距
離
は
、
欝
然
に
陸
上
よ
り
制
肘
し
得
る
範
園

内
ξ
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
從
つ
て
、
グ
ロ
チ
ゥ
ス
の
こ
の
見
解
は
、
フ
ル
ト
ソ
が
興
名
箸
月
幕
ω
o
器
邑
鐙
簿
℃
亀

90ω8

に
於
て
述
べ
て
ね
る
如
く
、
澹
岸
領
海
の
範
園
k
關
す
る
着
強
離
説
の
萌
芽
を
成
す
も
の
ε
観
る
を
得
る

で
あ
ら
う
（
P
）
。
叉
こ
れ
k
よ
つ
で
、
彼
は
「
海
洋
自
由
論
」
中
の
見
解
を
鋤
棄
し
て
新
理
論
を
主
張
し
て
ね
る
こ
ε

を
知
り
得
る
。

　
輔
説
に
は
、
グ
ロ
チ
ウ
ス
の
海
岸
か
ら
支
配
し
得
る
ビ
瀦
ム
意
昧
は
、
現
蜜
に
支
配
す
る
慧
昧
で
あ
つ
て
、
從
つ

て
、
例
へ
ば
、
澹
岸
に
現
實
に
大
砲
を
装
備
し
て
ゐ
て
、
英
大
砲
の
事
實
上
の
支
配
し
得
る
匿
域
k
主
穫
を
籏
張
し

得
る
こ
ε
を
主
張
し
た
の
で
、
支
配
し
得
る
で
あ
ら
う
匿
域
の
意
味
で
は
な
ψ
。
支
配
し
得
る
可
能
力
k
よ
つ
て
澹

岸
領
海
を
主
張
し
た
の
は
”
イ
ソ
カ
，
7
ス
フ
．
ク
の
功
績
で
あ
る
、
ε
す
る
（
⑳
）
。
こ
の
説
を
探
る
ε
す
れ
ぱ
、
全
國

の
海
岸
は
大
砲
の
柵
を
あ
ぐ
ら
さ
ね
ぱ
全
面
の
澹
岸
に
餌
海
を
主
張
し
得
な
肋
之
蜜
k
な
る
。
こ
れ
は
明
か
に
、
「
海

洋
臼
由
論
」
中
に
蓮
べ
て
ゐ
る
競
力
設
よ
ウ
も
思
想
的
な
退
歩
ε
観
ね
ぱ
な
ら
臓
o
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着
彊
距
離
説
の
主
唱
者
ピ
し
て
一
般
に
承
認
せ
ら
れ
、
又
着
暉
距
離
読
の
創
案
者
ε
看
ら
れ
て
ゐ
る
バ
イ
ソ
カ
盲

ス
フ
．
ク
は
、
最
も
明
確
に
着
弾
距
離
醗
を
主
張
し
た
者
に
は
違
ひ
な
く
、
彼
の
所
謂
「
一
國
の
領
域
は
其
兵
力
の
鐙

く
る
斯
に
鑑
く
℃
O
富
舞
魯
費
ヨ
幕
貰
器
浮
窪
5
一
節
凱
言
『
彗
ヨ
O
置
臼
≦
ど
ε
い
あ
句
が
籐
つ
に
も
有
名
ε
な
つ
て
ゐ

る
が
、
然
し
、
着
暉
距
離
を
以
て
沿
岸
領
海
の
範
園
ピ
爲
さ
ん
こ
ピ
を
主
張
し
た
潜
は
、
必
ず
し
も
パ
イ
ソ
カ
7
メ

フ
ッ
ク
を
以
て
噛
矢
ε
す
る
の
で
は
な
い
。
ジ
碧
蓼
ヂ
・
グ
ラ
フ
ト
ン
・
ク
イ
ル
ン
ソ
（
Ω
。
o
茜
o
孚
島
呂
≦
諜
窪
）
の

述
べ
る
ε
≧
ろ
k
よ
れ
ぱ
、
バ
イ
ン
カ
置
ス
フ
ッ
ク
の
有
名
な
「
領
海
論
U
o
ご
o
臼
置
o
置
即
静
が
出
版
せ
ら
れ
た
輔

七
〇
二
年
よ
う
約
百
年
以
前
．
即
ち
一
六
一
〇
年
に
、
英
國
澹
岸
の
漁
業
に
闘
し
て
、
ジ
轟
警
ム
ス
輔
世
の
畿
し
た

布
告
に
反
封
し
て
、
オ
タ
ソ
ダ
の
代
表
者
蓬
は
、
「
輔
君
主
が
、
灘
以
外
の
海
洋
で
、
大
砲
に
よ
ウ
て
自
己
の
意
恩
を

課
し
得
な
い
逡
方
2
で
特
穗
を
主
張
す
る
の
は
國
際
法
に
反
す
る
」
旨
を
蓮
べ
た
こ
竃
を
指
摘
し
て
ゐ
る
（
2
1
）
。
こ
の

こ
ピ
は
、
も
ε
よ
う
恩
想
的
に
共
逓
鐵
を
持
つ
ε
ψ
ム
だ
け
で
あ
つ
て
、
バ
イ
ソ
カ
署
ス
7
9
ク
の
如
く
、
嘱
國
の

領
域
の
範
園
を
明
瞭
に
指
示
し
た
も
の
で
は
な
ψ
か
も
知
れ
な
い
が
、
着
強
距
離
外
に
國
穫
を
及
ぼ
し
得
な
い
鮎
を

主
張
し
だ
こ
ε
は
、
實
質
的
k
瀞
距
離
読
で
あ
る
。
更
に
亦
、
ラ
イ
ソ
ホ
蓼
ル
ト
・
メ
ル
ケ
〃
（
男
魚
暮
o
置
置
R
鼻
窪
）

の
記
す
ピ
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
コ
七
世
紀
の
初
頭
以
來
、
後
に
於
て
よ
う
大
き
な
意
味
の
登
展
を
な
す
爲
の
限
界
（
着

強
距
離
）
が
螢
生
し
た
。
軍
船
が
外
國
の
洛
岸
か
ら
着
彊
距
離
内
に
入
る
や
直
ち
に
軽
砲
を
登
射
し
、
叉
載
時
に
於

　
　
　
　
　
グ
冒
チ
ウ
ス
の
溢
鑑
”
領
灘
思
惣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
鬼
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グ
”
チ
ウ
篤
の
漕
岸
倒
海
愚
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

て
は
、
砲
盛
の
着
彌
距
離
内
に
外
國
軍
艦
が
碇
泊
す
る
ζ
ε
の
禁
止
は
、
既
に
｝
般
に
行
は
れ
て
ゐ
た
」
ε
（
闘
）
。
ζ

れ
は
、
メ
〃
ケ
〃
が
直
ち
に
．
以
下
の
記
蓮
で
説
明
し
て
ゐ
乃
榛
に
、
着
揮
距
離
は
澹
燦
國
の
領
域
或
は
濃
岸
國
の

國
権
の
行
使
さ
る
ぺ
き
限
界
で
あ
る
、
ε
い
ム
様
な
明
確
な
意
味
を
以
て
主
張
せ
ら
れ
だ
か
否
か
は
疑
問
で
あ
つ
て
、

着
弾
距
離
内
は
、
事
實
上
實
力
的
支
配
を
及
ぼ
し
得
る
こ
ε
が
、
沼
岸
國
を
し
て
骸
距
離
内
に
或
種
の
主
張
を
爲
さ

し
め
た
も
の
で
は
な
い
か
ε
考
へ
る
。
例
へ
ば
。
、
一
六
八
六
年
に
メ
ウ
呂
智
デ
ン
王
は
ヵ
碧
ル
ス
ハ
ム
（
内
の
募
ぎ
彗
彗
）

嬰
塞
司
令
官
に
命
令
を
登
し
て
、
外
國
軍
艦
の
着
弾
距
離
内
に
投
錨
す
る
こ
ε
を
禁
じ
た
如
き
も
、
之
の
趣
旨
で
は

な
い
か
ε
思
ふ
。
然
し
な
が
ら
叉
桶
面
か
ら
槻
る
ε
倉
は
、
國
家
は
事
實
上
陸
地
よ
顔
支
配
し
得
る
海
洋
に
封
し
て

自
國
々
権
の
行
使
を
主
張
す
る
こ
ピ
は
、
實
質
に
於
て
は
、
其
鼠
域
が
自
國
の
支
配
下
に
厩
し
、
從
つ
て
、
他
國
の

國
穂
の
排
除
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
自
國
の
澹
岸
領
海
を
主
張
し
だ
こ
ε
に
外
な
ら
な
い
。
，
売
讐
、
着
曝
距

離
を
以
て
浩
岸
國
の
國
権
を
行
使
し
得
る
限
界
ε
し
．
グ
・
チ
ク
ス
の
所
謂
「
人
的
手
段
」
k
よ
つ
て
、
着
聾
距
離
外

を
實
際
上
支
配
し
得
る
襟
な
駅
態
に
置
い
た
揚
合
に
於
て
も
、
着
暉
距
離
線
以
外
の
海
洋
に
封
し
澹
岸
國
の
國
穗
を

行
使
す
る
こ
ε
を
明
瞭
に
否
認
し
た
功
績
は
、
バ
イ
ソ
カ
書
ス
フ
ッ
ク
に
蹄
せ
ね
ぱ
な
ら
な
い
（
鋤
）
。

　
更
に
叉
、
グ
ロ
チ
ゥ
メ
の
洛
津
領
海
に
關
す
ざ
思
想
中
で
槍
討
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
ε
は
、
彼
の
使
用
し
た

「
霊
権
」
ε
塾
ム
言
葉
の
意
義
で
あ
る
。
彼
は
、
既
蓮
の
様
に
、
「
人
的
手
段
」
及
び
「
頒
土
的
手
段
」
に
よ
つ
て
、
國
家
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は
其
主
権
を
海
洋
に
擬
張
し
得
る
ピ
云
ム
σ
そ
れ
故
に
、
こ
の
主
穫
の
語
を
、
現
在
の
意
昧
に
所
謂
主
穫
の
意
義
ー

主
権
に
關
す
る
學
説
は
勿
論
紛
糺
し
て
は
ゐ
る
が
、
そ
の
何
れ
の
説
を
探
る
を
問
は
ず
ー
に
解
す
る
な
ら
ば
、
浩

岸
よ
多
支
配
し
得
る
海
洋
の
部
分
k
封
し
て
澹
岸
國
の
溜
岸
領
海
冠
な
る
こ
電
を
主
張
す
る
の
み
次
ら
ず
、
船
艦
の

配
備
に
よ
つ
て
支
配
し
得
る
海
洋
も
亦
、
共
支
配
國
の
領
海
を
構
成
す
る
こ
ε
、
な
ク
、
彼
の
海
洋
自
由
論
は
全
く

共
意
義
を
失
ふ
ヒ
ピ
k
な
る
か
ら
で
あ
る
。
グ
質
チ
グ
メ
は
、
「
戦
雫
及
び
李
和
法
論
」
第
一
懸
第
三
牽
七
簾
に
於
て
、

主
権
に
っ
い
て
次
の
様
に
設
明
し
て
ゐ
る
。
即
ち
「
或
者
の
行
爲
が
他
の
者
の
法
律
的
統
制
k
從
は
な
い
、
從
つ
て
．

共
行
爲
は
、
他
人
の
意
思
の
活
動
に
よ
つ
て
無
敷
ε
な
し
得
な
い
様
な
カ
（
零
壽
門
）
を
稽
ん
で
主
穫
を
有
す
る
ε
義

ム
」
。
　
グ
ロ
チ
ウ
ス
の
主
権
共
も
の
に
關
す
る
読
明
は
、
甚
だ
詳
細
を
敏
い
で
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
≧
の
當
時
の
主
椹

に
關
す
る
學
読
が
一
般
に
、
事
實
上
の
力
（
宕
瑳
畠
号
勘
5
を
主
梅
ε
解
し
て
ゐ
π
鮎
か
ら
考
へ
れ
ぱ
、
ラ
プ
ラ
デ

ル
が
指
摘
し
て
ゐ
る
様
に
、
グ
・
チ
ウ
ス
良
身
も
、
主
権
を
以
て
一
種
の
事
實
上
の
力
蜜
解
し
て
み
た
も
の
建
観
て
大

過
あ
る
2
い
愈
）
o

　
果
し
て
さ
う
で
あ
る
な
ら
ぱ
、
グ
ロ
チ
ウ
メ
は
、
「
人
的
手
段
」
及
び
「
領
土
的
手
段
』
に
よ
つ
て
海
洋
を
一
國
の
實

力
下
に
置
き
得
る
こ
ε
を
主
張
し
π
の
で
あ
る
。
實
力
の
下
に
置
か
れ
た
海
洋
は
、
該
國
家
に
よ
つ
て
占
有
せ
ら
れ

陀
も
の
で
は
な
ψ
で
あ
ら
う
か
P
　
グ
・
チ
ゥ
メ
は
原
始
的
な
占
有
に
二
種
を
鶴
あ
、
其
一
は
主
権
に
關
係
を
持
つ

　
　
　
　
グ
”
チ
ウ
昂
の
櫓
”
岸
㎞
儀
灘
患
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
一
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グ
”
チ
ゥ
異
ρ
瀞
岸
綴
瀞
思
翻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
昌

占
有
で
あ
，
、
共
二
は
、
所
有
権
に
關
係
を
持
つ
占
有
ε
す
る
。
そ
し
て
斯
有
穫
は
主
梅
ε
冨
別
さ
る
べ
き
も
の
で

あ
る
こ
ε
を
認
め
る
。
更
に
彼
に
よ
れ
ぱ
、
主
穫
は
二
種
の
客
饅
に
向
け
ら
れ
る
。
其
一
は
人
間
で
あ
，
、
其
二
は

場
斯
で
あ
る
。
主
櫓
の
行
は
れ
る
揚
所
は
領
土
ε
穗
ば
れ
る
（
2
5
）
。
こ
の
論
法
を
以
て
す
る
な
ら
ぽ
、
海
洋
の
繭
部
k

主
権
を
行
使
す
る
、
ε
い
ム
こ
ε
は
、
も
ε
よ
，
、
其
麗
域
k
國
家
が
厨
有
梅
を
主
張
す
る
も
の
で
は
な
く
、
國
家

が
自
己
の
領
域
ピ
な
す
こ
ε
を
意
味
す
る
ε
解
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
而
も
、
何
れ
國
に
革
驕
し
な
い
有
饅
物
た
る
海

洋
に
領
域
穫
を
主
張
す
る
爲
に
は
、
グ
ロ
チ
ウ
ス
の
斯
論
か
ら
は
、
分
割
か
或
は
占
有
に
ょ
ら
ね
ば
な
ら
瞭
（
2
6
）
。
然

る
に
、
合
意
的
な
海
洋
の
分
割
は
、
存
在
し
な
ψ
の
で
あ
つ
て
、
從
つ
て
、
海
洋
に
封
す
る
主
穫
の
提
唱
は
、
占
有

に
墓
い
て
爲
す
以
外
の
方
法
は
存
在
し
な
い
こ
ε
k
な
る
。
ε
こ
ろ
が
、
既
越
の
如
く
、
海
洋
は
其
盤
質
上
占
有
し

得
な
い
、
ピ
云
ふ
の
が
彼
の
海
洋
自
由
諭
の
塞
本
理
論
で
あ
る
。
右
の
様
k
推
理
す
る
な
ら
ぱ
、
グ
・
チ
ク
ス
の
海
“

洋
論
は
、
匡
救
し
得
な
い
理
論
的
曙
礁
に
乗
ウ
上
げ
て
ゐ
る
の
で
は
あ
る
設
ψ
か
（
伽
）
。

　
　
（
B
）
　
『
職
雫
及
ぴ
拳
利
法
論
』
第
二
艦
、
第
竃
章
恥
十
三
擁

　
　
（
掬
）
　
周
菖
8
」
ω
9
費
o
㎡
5
屯
亀
，
昌
一
〇
留
舞
乙
｝
■
o
o
き
●

　
　
（
⑳
）
　
肉
階
窃
鼠
評
ε
・
島
・
》
一
臼
・
N
ト
ー
マ
ス
9
べ
ー
テ
イ
も
、
グ
ロ
チ
ウ
ス
と
ほ
爵
樵
な
い
が
大
砲
が
現
蜜
に
支
配
し
得
幽
匿
域
の
み
に
封
し

　
　
　
て
漕
岸
領
海
を
主
張
し
た
説
は
一
般
に
探
吊
せ
ら
れ
な
か
つ
た
旨
を
蓮
ぺ
て
ゐ
る
（
ア
メ
リ
カ
団
際
法
艘
誌
、
一
九
二
入
銀
b
菰
一
露
買
）

　
　
（
2
1
）
板
倉
博
士
「
鱗
際
法
史
論
気
一
九
貰
噛
二
．
纂
g
鱒
い
奮
窪
舞
置
智
窪
奮
貰
穂
§
ぎ
ぎ
幽
藷
標
仙
齢
堕
（
へ
ー
グ
講
演
集
第
一
雀
、
一
三
箋
頁
－



（㎝∫）

　
　
（
躯
）
寄
『
ぎ
髭
鵠
0
3
騨
8
島
o
嚢
。
茜
睾
脚
馨
哺
崩
督
く
窪
客
昌
3
ぎ
猛
讐
り
oo
・
一
↑

　
　
（
23
）
　
O
且
一
聲
匂
“
＝
ぼ
幽
窪
留
躍
β
躍
霊
『
旨
＆
砦
讐
（
戸
U
」
・
り
・
）
屋
鵠
り
，
轄
・
滲
照
b

　
　
（
盟
）
0
8
島
ざ
魯
に
℃
3
畠
鉱
5
謬
魯
o
詳
を
一
．
国
馨
霊
月
冒
巨
霞
峠
聲
ぎ
昌
匙
φ
（
男
・
b
・
同
・
7
）
一
驚
匂
｝
壌
oo
も
島
・
一
・

　
　
　
ポ
ー
ダ
ン
Q
8
島
己
”
ア
イ
ソ
ー
（
冒
｝
紹
贅
V
等
も
．
主
欄
を
純
亭
蟹
上
の
力
の
観
念
と
混
同
し
て
ゐ
る
o
こ
の
こ
と
は
、
專
制
君
主
主
義
及
ぴ

　
　
　
稗
意
號
よ
り
來
る
當
然
の
鮪
果
で
あ
る
、
と
ラ
プ
ラ
デ
ル
臓
論
じ
℃
ゐ
る
o

　
　
（
2
5
）
『
腰
璽
及
ぴ
甲
剰
法
論
も
第
一
一
雀
，
笙
昌
章
，
四
節

　
　
（
％
U
『
前
揚
』
第
噺
一
一
章
声
第
一
i
二
働
t

　
　
（
2
7
）
智
ぎ
3
學
鼻
，
㏄
8
滲
照
。

　
　
　
ウ
ォ
ー
カ
ー
ほ
、
グ
ロ
チ
ウ
ス
の
海
洋
の
一
部
分
取
得
を
紹
介
し
て
ゐ
る
個
所
に
於
て
、
瀞
洋
は
占
宥
ハ
8
2
唱
）
し
得
る
事
と
い
ふ
丈
字
を
使

　
　
　
つ
て
み
る
が
㌧
カ
ー
ネ
ギ
7
版
の
課
で
催
、
取
得
（
舘
壌
『
）
と
い
ふ
文
孚
に
謁
さ
れ
て
ゐ
る
o
何
れ
に
せ
よ
、
グ
ロ
チ
ウ
ス
の
理
論
的
不
嘗
は

　
　
　
蔽
ふ
ぺ
く
も
な
い
o
（
妻
嘗
ぎ
♂
隅
韓
o
蔓
鑑
跨
o
卜
§
o
『
暑
豊
2
瀞
ぎ
】
」
・
ヤ
培
啄
嶺
照
）
D

　
學
者
k
よ
つ
て
は
、
例
へ
ぱ
、
ポ
．
タ
U
、
レ
響
ス
タ
．
ト
等
は
、
グ
誓
チ
ウ
メ
が
「
載
錦
及
ぴ
季
和
法
論
』
第
二
瑠

第
三
章
、
第
十
三
節
に
使
用
し
て
⑳
る
ぎ
℃
・
憂
糞
ε
い
ム
文
字
を
一
員
剛
毘
団
＆
g
ε
鐸
し
て
ゐ
る
が
、
ヵ
u
・
年
ギ

蓼
版
で
は
既
述
の
様
に
、
3
く
窪
翫
讐
ぐ
ε
鐸
さ
れ
て
ゐ
る
（
朗
）
。
當
時
の
主
権
の
驕
は
、
既
に
蓮
べ
彪
様
に
、
現
在
’

の
意
義
ピ
は
共
内
容
を
異
に
し
て
わ
る
の
で
、
現
代
的
意
義
に
於
て
は
オ
昔
象
＆
9
に
近
い
か
竜
知
れ
な
ψ
。
グ
質

チ
ウ
ス
は
、
恐
ら
く
、
彼
の
議
論
の
論
理
的
統
；
を
保
つ
爲
に
幽
彗
需
『
ご
萄
ε
噌
名
笛
卑
即
静
ε
が
並
存
す
る
普
通

の
國
家
の
領
域
ピ
颪
別
す
る
爲
に
、
マ
o
R
辞
錺
（
斯
有
穫
）
を
含
嚢
な
い
輩
に
ぎ
鷺
鼻
釜
の
み
が
行
は
れ
る
≧
ε

　
　
　
　
　
グ
”
チ
ウ
母
韓
漕
欝
蟹
灘
愚
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
嵩



（6吻

　
　
　
　
ダ
”
，
ウ
み
の
漕
爆
領
灘
愚
惣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
四

を
主
張
せ
ん
ε
す
る
の
で
あ
ら
う
。
も
し
き
う
で
あ
る
ε
す
る
な
ら
ば
、
彼
の
虫
張
は
、
漕
岸
領
海
に
行
は
れ
る
國

穣
の
性
質
を
管
、
轄
穫
ε
解
す
る
場
合
k
於
て
の
み
、
洛
津
餌
海
論
ε
な
る
。
然
し
醜
遡
し
陀
榛
k
、
彼
は
揚
厨
k
封

す
る
主
権
（
罫
篤
碁
B
）
ε
人
に
勢
す
る
主
穫
霊
を
麗
別
し
、
主
横
の
行
は
れ
る
揚
斯
を
、
薬
國
の
領
土
ε
解
し
て
ゐ

る
の
で
あ
る
か
ら
、
≧
の
理
諭
電
前
述
の
領
海
に
關
す
る
理
論
ε
の
問
に
は
矛
盾
す
る
ε
こ
ろ
が
有
ウ
は
し
2
い
か
。

更
に
又
、
國
家
の
領
域
の
維
て
の
上
に
嘆
o
R
9
器
ε
幽
…
需
藁
葦
ε
が
並
存
す
る
も
の
で
な
い
こ
ε
竜
縷
説
を
要

し
な
ψ
。

　
　
（
％
）
　
唾
o
幕
噌
．
寧
o
田
g
幽
o
募
o
＝
響
望
撃
ぢ
隠
讐
噂
・
審
箇
鼠
β
9
0
蟄
・
閑
毬
静
評
亭
o
ぎ
，
鵠
。
婚
騨

　
最
後
に
、
洛
岸
領
海
の
無
轡
蓮
行
穣
及
び
漁
業
に
關
す
る
グ
ロ
チ
ウ
ス
の
思
想
を
簡
翠
に
紀
遽
し
て
本
稿
を
絡
る

ヒ
ε
k
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
B
量
無
害
通
行
槽

　
先
づ
無
害
遜
行
穫
に
關
し
て
怯
、
次
の
様
k
蓮
べ
て
ゐ
る
、
即
ち
「
海
洋
の
一
部
を
占
有
す
る
者
は
、
一
般
的
に
無

用
有
害
な
る
が
爲
に
陸
上
か
ら
斯
る
遇
航
が
防
止
し
得
な
い
ε
き
は
、
武
襲
せ
ず
且
つ
無
害
の
意
思
を
持
つ
航
海
を

防
警
し
得
な
い
」
ε
（
⑳
）
。
こ
の
嫡
句
だ
け
で
は
、
グ
・
チ
ゥ
ス
の
意
思
は
必
ず
し
も
明
瞭
ε
は
曇
ひ
得
な
い
が
、
澹

岸
國
に
害
悪
を
及
ぼ
さ
な
い
匠
域
に
於
て
は
、
正
嘗
の
理
由
無
し
に
は
無
害
萢
行
の
穂
を
害
し
得
な
ψ
意
ε
解
し
得



③3．〕

る
で
あ
ら
う
。
た
鶴
、
武
装
し
π
船
舶
即
ち
外
國
の
軍
鑑
の
如
き
竜
の
は
無
審
通
航
横
を
持
陀
な
ψ
こ
ε
に
な
る
。

或
者
の
占
有
す
る
海
洋
に
（
國
家
の
占
有
す
る
海
洋
も
含
設
れ
る
こ
ε
は
第
十
三
節
の
記
述
に
よ
つ
て
推
知
し
得
る
）

に
封
す
る
外
國
商
船
の
無
害
通
航
櫨
の
主
張
は
、
現
行
國
際
法
ε
大
謹
に
於
て
同
一
の
内
容
を
持
つ
た
も
の
で
あ
る

ε
云
は
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
尤
も
奉
時
に
於
て
外
國
軍
艦
が
無
害
蓮
航
構
を
持
つ
か
否
か
の
織
ば
、
現
在
で
は
、
必
ず

し
も
グ
・
チ
ウ
ス
の
如
く
否
定
的
に
は
解
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
こ
ε
は
一
般
に
知
る
通
今
で
あ
る
。

　
次
に
外
國
商
船
に
し
て
自
國
の
沿
岸
領
海
を
航
行
す
る
も
の
に
封
す
る
課
税
に
つ
い
て
、
彼
は
「
一
國
に
罵
す
る
ピ

考
へ
ら
れ
る
海
洋
の
剛
部
を
航
海
す
る
商
船
は
、
主
穫
者
に
よ
つ
て
課
税
せ
ら
れ
る
。
勿
論
、
現
に
商
船
の
蓮
塗
に

無
關
係
な
総
に
關
し
て
は
如
何
な
る
負
澹
を
課
す
こ
ε
も
衡
季
が
許
さ
な
鴇
・
…
：
然
し
、
商
鮨
に
保
謹
を
奥
へ

る
爲
の
出
費
、
或
は
商
船
の
爲
に
其
弛
の
負
旛
が
増
加
し
た
場
合
に
は
、
現
實
の
出
費
額
を
超
愚
し
な
い
限
う
、
補

償
の
爲
に
、
商
船
の
課
税
を
引
揚
げ
得
る
」
（
鮒
）
ε
述
べ
、
更
k
、
後
章
で
は
「
航
海
保
全
の
賛
任
を
負
櫓
し
て
、
燈

慶
或
は
淺
瀬
の
標
識
等
に
よ
つ
て
、
航
海
を
安
全
ε
し
た
者
が
、
其
慮
を
航
海
す
る
者
に
公
正
な
課
税
を
す
る
こ
ε

は
、
自
然
法
及
ぴ
國
際
法
に
惇
ら
な
い
だ
ら
う
し
（
31
）
ε
述
べ
て
ぬ
る
。
≧
れ
等
に
よ
つ
て
観
れ
ば
、
輩
に
通
航
す
る

こ
虐
に
封
し
て
課
税
は
認
め
な
い
が
、
航
海
安
全
の
爲
の
特
別
な
施
設
に
封
し
て
は
、
公
正
な
額
の
課
税
徴
牧
を
容

鵡
つ
る
。
こ
の
鮎
に
關
す
る
限
，
、
彼
の
主
張
は
、
現
行
國
際
法
ε
完
全
に
一
致
す
る
も
の
定
去
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
ダ
縛
チ
ウ
お
の
漕
魁
”
彊
灘
悪
惣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嵩
誕
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グ
雛
チ
ウ
ス
の
漕
蜷
”
鋸
一
轍
冊
麟
櫛
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
C
ー
漕
岸
漁
業

　
グ
質
チ
ウ
ス
が
漁
業
の
自
由
並
ぴ
k
航
海
の
自
由
を
主
張
す
る
こ
ε
は
、
周
知
の
事
柄
で
あ
る
が
、
澹
崇
漁
業
、

詳
言
す
れ
ぱ
、
外
國
人
が
自
國
の
沿
岸
に
於
て
も
自
由
に
漁
業
を
行
ひ
得
る
か
否
か
に
關
し
て
は
、
彼
の
所
設
に
は
、

疑
問
が
あ
る
。
「
職
雫
及
び
李
和
法
論
」
第
二
巻
．
第
二
章
五
節
に
於
て
は
、
輔
般
に
鳥
獣
魚
類
の
自
由
捕
獲
を
認
め

る
こ
ピ
が
自
然
法
に
合
す
る
が
、
然
し
、
國
家
は
、
自
國
内
に
於
て
こ
れ
簿
の
も
の
、
捕
獲
を
自
國
人
或
は
外
國
人

に
禁
止
し
得
る
旨
を
読
い
て
ゐ
る
の
で
．
≧
の
霜
か
ら
す
れ
ぱ
、
澹
岸
領
海
内
で
外
國
人
が
漁
猟
を
行
ふ
こ
ε
は
洛

岸
國
の
意
思
に
よ
つ
て
自
由
に
許
否
を
決
し
得
る
ε
解
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
見
解
k
封
し
て

は
反
封
説
が
あ
る
。
例
へ
ぱ
．
レ
3
ス
タ
．
ト
に
よ
れ
ば
、
前
掲
の
グ
・
チ
ウ
ス
の
記
述
は
、
輩
に
甘
水
に
於
け
る
漁

業
に
關
し
て
讐
あ
つ
て
、
一
般
的
な
漁
業
に
關
す
る
も
の
で
は
な
い
。
漁
業
や
航
海
を
禁
訟
し
得
る
が
爲
に
は
、
其

水
域
に
所
有
耀
を
持
彪
ね
ぱ
な
ら
な
い
、
蜜
す
る
の
が
グ
ロ
チ
ウ
ス
の
考
へ
で
あ
る
．
ε
曇
ふ
（
詔
）
。
然
し
、
「
職
孚

及
び
李
和
法
論
」
中
の
記
述
に
よ
つ
て
、
到
断
す
れ
ぱ
、
例
へ
ぱ
第
二
巻
、
第
三
章
五
節
淀
於
て
竜
「
主
権
が
既
に
主

張
せ
ら
れ
て
ゐ
る
揚
所
内
で
は
、
占
有
に
よ
参
動
産
を
取
得
す
る
梅
利
は
、
國
内
法
に
よ
つ
て
禁
止
し
得
る
」
ε
述

ぺ
て
ゐ
る
鮎
等
を
綜
合
す
れ
ば
、
グ
ロ
チ
ウ
ス
が
澹
岸
よ
蚤
支
配
し
得
る
範
画
内
k
主
穰
を
籏
張
し
得
る
ε
蓮
べ
て

ゐ
る
以
上
、
そ
の
範
園
内
に
於
て
は
外
國
人
の
漁
猿
を
禁
止
す
る
か
否
か
は
、
輔
に
洛
岸
國
の
國
内
法
に
よ
つ
て
決
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定
せ
ら
れ
る
ε
観
る
の
が
圧
欝
で
は
な
い
か
ピ
信
ず
る
。

　
　
（
艶
）
㌔
磯
璽
及
ぴ
干
和
法
諭
』
第
二
艇
、
第
三
章
．
十
一
一
節
．

　
　
（
3
0
）
帰
罰
揚
』
第
二
案
も
十
一
節
．

　
　
（
翫
）
『
前
掲
』
第
三
章
、
十
四
節
，

　
　
（
謡
）
　
男
”
窪
欝
島
｝
o
㌻
傷
一
・
℃
。
O
甲
oo
魯
∀
9
ハ
一
・

　
　
薯
著
は
、
本
稿
註
（
3
）
に
記
し
た
グ
ロ
チ
ウ
ス
の
著
書
U
。
隔
昌
昏
を
引
用
し
て
、
グ
ロ
チ
ウ
ス
が
滑
岸
領
悔
に
於
℃
外
國
人
に
漁
業
の
自
由

　
　
を
聴
め
る
旨
を
説
く
、
果
し
て
さ
弓
で
あ
る
な
ら
ぱ
、
叉
こ
の
書
が
一
六
＝
ハ
年
頃
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ぱ
、
グ
ロ
チ
ウ
ス
は
℃
其
後

　
　
『
験
禦
及
ぴ
軍
和
法
論
』
記
述
の
頃
に
思
想
的
塑
化
を
察
L
た
の
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
X
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
X

　
グ
質
チ
ウ
ス
の
海
洋
論
は
、
以
上
の
叙
蓮
に
ょ
つ
て
明
か
で
あ
る
様
に
、
必
ず
し
鳩
論
理
的
正
確
を
保
つ
も
の
ε

云
ひ
得
な
い
こ
ε
は
、
一
般
の
學
者
に
よ
つ
て
認
あ
ら
れ
る
ε
こ
ろ
で
あ
る
。
彼
の
學
誰
の
か
く
の
如
き
論
理
的
矛

盾
は
、
彼
の
學
説
を
無
債
値
な
ら
し
あ
は
し
な
か
つ
た
o
そ
れ
は
何
故
で
あ
る
か
ε
云
ム
に
、
そ
れ
は
彼
の
主
張
が

結
論
に
於
て
大
饅
正
鵠
を
失
し
て
ゐ
な
か
つ
た
爲
で
あ
る
。
そ
れ
が
爲
に
、
當
時
の
國
家
・
民
心
は
彼
の
主
張
k
よ
つ

て
大
い
k
啓
覆
せ
ら
れ
、
襖
盆
せ
ら
れ
る
ε
こ
ろ
が
あ
つ
た
。
從
つ
て
、
グ
ロ
チ
ウ
ス
の
偉
大
は
、
彼
の
正
し
炉
着

眼
鮎
に
在
る
ピ
云
ふ
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
？
、
メ
ル
ヶ
〆
が
云
ふ
に
「
グ
ワ
チ
ク
ス
の
影
響
が
無
か
つ
た
な
ら
、
着

藤
距
離
は
引
綾
き
意
義
を
持
た
な
か
つ
ね
で
あ
ら
う
」
ε
（
お
）
。
適
評
で
あ
る
ε
信
ず
る
。
叉
き
算
マ
ス
・
ぺ
審
ヲ
イ

　
　
　
　
　
グ
”
チ
ゥ
λ
の
澹
…
世
”
領
海
患
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
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グ
回
チ
ウ
ス
の
浩
浄
鱗
灘
愚
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
八

（
↓
ぎ
蓉
塁
頃
”
ぐ
）
が
云
ム
様
に
，
グ
讐
チ
ウ
ス
の
曙
示
を
得
ず
ε
も
三
海
里
醗
は
藁
れ
彪
か
竜
知
離
な
い
（
雛
）
。
然
し
隔

こ
の
説
が
一
般
的
支
持
を
受
け
、
成
長
す
る
に
至
る
素
地
の
培
養
に
は
、
矢
張
釦
グ
蟹
チ
ウ
沸
の
劫
縫
に
俊
つ
も
の

が
多
ψ
の
で
は
あ
る
設
い
か
。
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